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一

○
告
　
　
　
　
　
示

大
分
県
告
示
第
三
百
六
十
五
号

　
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
改

良
区
の
定
款
変
更
を
認
可
し
た
。

　
　
令
和
七
年
九
月
十
六
日

大
分
県
知
事
　
　
佐
　
　
　
藤
　
　
　
樹
　
一
　
郎
　

土 

地 

改 

良 

区 

名

所
　
　
在
　
　
地

認 

可 

年 

月 

日

大
野
町
土
地
改
良
区

豊
後
大
野
市

令
七
・
　
九
・
　
四

○
公
　
　
　
　
　
告

　
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
飯
田
土
地

改
良
区
（
九
重
町
）
か
ら
、
退
任
役
員
及
び
就
任
役
員
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ

毎
週
　
火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）
　
発
行
人
　
大
　
分
　
県
　
　
編
集
　
三
恵
印
刷
株
式
会
社
　
　
（
定
価
　
一
箇
年
　
三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

っ
た
。

　
　
令
和
七
年
九
月
十
六
日

大
分
県
知
事
　
　
佐
　
　
　
藤
　
　
　
樹
　
一
　
郎
　

　
（
退
任
役
員
）

役
　
名

氏

名

住

所

理
　
事

田
　
邉
　
万
壽
夫

玖
珠
郡
九
重
町
大
字
後
野
上
一
五
八
二
番
地
の
一

　
（
就
任
役
員
）

役
　
名

氏

名

住

所

理
　
事

岡
　
嶋
　
修
　
二

玖
珠
郡
九
重
町
大
字
後
野
上
一
七
二
八
番
地

〃

加
　
藤
　
公
　
博

　
　
〃
　
　
大
字
後
野
上
二
二
一
五
番
地

　
　
　
　
　
　
　

　
宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
事
務
所
の
所
在
地
を
確
知
で
き
な
い
の
で
公
告
す
る
。

　
こ
の
公
告
の
日
か
ら
三
十
日
を
経
過
し
て
も
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
か
ら
申
出
が
な
い
と
き
は
、
当
該

宅
地
建
物
取
引
業
者
の
免
許
を
取
り
消
す
。

　
　
令
和
七
年
九
月
十
六
日

大
分
県
知
事
　
　
佐
　
　
　
藤
　
　
　
樹
　
一
　
郎
　

　
一
　
商
　
　
　
号
　
株
式
会
社
ハ
ズ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
二
　
代
表
者
氏
名
　
代
表
取
締
役
　
挾
　
間
　
　
　
清

　
三
　
主
た
る
事
務
　
大
分
市
坂
ノ
市
中
央
四
丁
目
七
番
二
十
八
号

　
　
　
所
の
所
在
地

　
四
　
免
許
証
番
号
　
大
分
県
知
事
（
八
）
第
二
千
二
百
十
五
号

　
五
　
免
許
年
月
日
　
令
和
五
年
七
月
八
日

○
監
　
査
　
公
　
表

（
告
示
・
公
告
・
監
査
公
表
）

監
査
委
員
公
表
第
739号

　
令

和
７

年
２

月
20日

付
け

監
査

第
921号

の
行

政
監

査
の

結
果

に
関

す
る

報
告

に
基

づ
き

、
大

分
県

知
事
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二

か
ら

、
地

方
自

治
法

（
昭

和
22年

法
律

第
67号

）
第

199条
第

14項
の

規
定

に
よ

り
措

置
を

講
じ

た
旨

の
通

知
が

あ
っ

た
の

で
、

同
項

の
規

定
に

よ
り

次
の

と
お

り
公

表
す

る
。

　
　

令
和

７
年

９
月

16日
大

分
県

監
査

委
員

　
　

長
　

谷
　

尾
　

　
　

雅
　

　
　

通
　

大
分

県
監

査
委

員
　

　
長

　
　

　
野

　
　

　
恭

　
　

　
子

　
大

分
県

監
査

委
員

　
　

太
　

　
　

田
　

　
　

正
　

　
　

美
　

大
分

県
監

査
委

員
　

　
二

　
ノ

　
宮

　
　

　
健

　
　

　
治

　
１

　
令

和
６

年
度

行
政

監
査

テ
ー

マ
　

「
人

材
育

成
に

つ
い

て
」

２
　

令
和

６
年

度
行

政
監

査
の

結
果

に
関

す
る

報
告

に
基

づ
く

措
置

（
令

和
７

年
６

月
30日

現
在

）
　

⑴
　

概
　

　
　

要
　

「
措

置
済

」
６

件
（

う
ち

、
検

討
事

項
６

件
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
「

検
討

中
」

１
件

（
う

ち
、

検
討

事
項

１
件

）
　

⑵
　

措
置

の
状

況

報
告

に
お

け
る

項
目

監
査

の
結

果
（

要
旨

）
措

置
の

内
容

及
び

監
査

対
象

所
属

１
　

人
材

育
成

に
関

　
す

る
方

針
等

の
状

　
況

　
⑵

　
方

針
は

Ｄ
Ｘ

　
　

な
ど

新
た

な
課

　
　

題
に

対
応

し
た

　
　

内
容

に
随

時
更

　
　

新
さ

れ
て

い
る

　
　

か
。

　
　

（
検

討
事

項
）

（
現

　
　

状
）

　
大

分
県

人
材

育
成

方
針

に
基

づ
き

各
部

局
が

策
定

し
て

い
る

人
材

育
成

計
画

に
は

目
標

指
標

が
設

定
さ

れ
て

お
ら

ず
、

取
組

の
成

果
測

定
が

難
し

い
状

況
に

あ
る

。
（

検
討

事
項

１
）

　
各

部
局

人
材

育
成

計
画

に
つ

い
て

、
目

標
指

標
の

設
定

と
外

部
有

識
者

等
の

意
見

を
取

り
入

れ
た

実
績

評
価

を
行

う
よ

う
、

人
材

育
成

方
針

に
盛

り
込

む
こ

と
を

検
討

さ
れ

た
い

。

　
令

和
７

年
３

月
に

新
た

に
策

定
し

た
「

大
分

県
人

材
育

成
・

確
保

基
本

方
針

」
に

、
人

材
育

成
の

取
組

に
つ

い
て

外
部

有
識

者
等

の
意

見
を

聞
き

な
が

ら
、

新
た

な
目

標
値

の
設

定
も

含
め

検
証

・
見

直
し

に
取

り
組

む
こ

と
を

記
載

し
た

。
今

後
、

効
果

検
証

の
考

え
方

に
つ

い
て

、
専

門
家

か
ら

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
受

け
な

が
ら

具
体

的
な

検
討

を
行

っ
て

い
く

。

（
人

事
課

）
【

検
討

中
】

（
現

　
　

状
）

　
現

場
で

業
務

に
従

事
す

る
職

員
が

意
見

等
を

出
し

合
い

、
課

題
の

解
決

や
施

策
の

推
進

を
図

っ
て

い
く

こ
と

が
、

組
織

の
活

性
化

や
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
に

つ
な

が
る

。
（

検
討

事
項

２
）

　
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

の
設

置
な

ど
、

職
員

の
提

案
が

確
実

に
業

務
改

善
に

つ
な

が
る

仕
組

み
づ

く
り

を
検

討
さ

れ
た

い
。

　
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

の
設

置
に

限
定

す
る

こ
と

な
く

、
随

時
、

職
員

が
ア

イ
デ

ア
や

意
見

を
提

案
で

き
る

場
を

e-offi
ce上

に
設

定
し

た
。

　
こ

れ
に

よ
り

、
職

員
の

自
由

な
提

案
を

着
実

に
把

握
す

る
と

と
も

に
、

好
事

例
に

つ
い

て
横

展
開

を
図

る
こ

と
で

全
庁

的
な

業
務

改
善

に
繋

げ
て

い
く

こ
と

と
し

て
い

る
。

（
行

政
企

画
課

）
【

措
置

済
】

２
　

職
員

研
修

の
実

　
施

状
況

　
⑴

　
研

修
が

年
代

　
　

や
職

種
等

に
応

　
　

じ
て

計
画

的
か

　
　

つ
効

果
的

に
実

　
　

施
さ

れ
て

い
る

　
　

か
。

　
　

（
検

討
事

項
）

（
現

　
　

状
）

　
ト

ッ
プ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

研
修

（
部

・
次

長
級

及
び

所
属

長
を

対
象

）
や

新
任

課
長

級
研

修
に

つ
い

て
は

、
座

学
を

主
と

し
て

構
成

さ
れ

て
い

る
。

（
検

討
事

項
３

）
　

公
益

財
団

法
人

大
分

県
自

治
人

材
育

成
セ

ン
タ

ー
（

以
下

「
Ｏ

Ｊ
Ｉ

Ｃ
」

と
い

う
。

）
の

研
修

に
は

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
が

取
り

入
れ

ら
れ

て
い

る
も

の
が

多
い

が
、

特
に

所
属

長
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

能
力

向
上

の
た

め
に

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

や
ケ

ー
ス

ス

　
Ｏ

Ｊ
Ｉ

Ｃ
で

行
う

対
面

研
修

で
は

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

等
も

取
り

入
れ

た
講

義
を

実
施

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

よ
り

実
践

的
な

内
容

と
な

る
よ

う
、

適
宜

見
直

し
を

行
っ

て
い

く
。

　
ま

た
、

令
和

７
年

度
の

新
任

課
長

級
職

員
が

受
講

対
象

と
な

る
研

修
に

つ
い

て

（
監
査
公
表
）
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三

タ
デ

ィ
等

を
充

実
し

、
多

角
的

な
手

法
に

よ
り

研
修

を
行

う
よ

う
検

討
さ

れ
た

い
。

は
、

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

能
力

向
上

に
資

す
る

講
義

の
時

間
を

増
や

し
、

研
修

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
（

人
事

課
）

【
措

置
済

】

（
現

　
　

状
）

　
企

画
振

興
部

人
材

育
成

計
画

に
定

め
て

い
る

新
任

職
員

を
対

象
と

し
た

研
修

は
毎

年
度

実
施

し
て

い
る

も
の

の
、

地
域

活
力

づ
く

り
総

合
補

助
金

現
地

研
修

会
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

の
影

響
も

あ
り

、
令

和
元

年
度

以
降

未
実

施
で

再
開

に
至

っ
て

い
な

い
。

（
検

討
事

項
４

）
　

部
局

で
定

め
た

人
材

育
成

計
画

に
つ

い
て

、
取

組
状

況
は

一
様

で
は

な
か

っ
た

。
　

特
に

、
知

識
と

経
験

が
必

要
な

地
域

活
力

づ
く

り
総

合
補

助
金

等
を

担
当

す
る

振
興

局
地

域
創

生
部

の
新

任
職

員
に

つ
い

て
、

研
修

の
充

実
・

強
化

を
図

る
よ

う
検

討
さ

れ
た

い
。

　
令

和
７

年
度

か
ら

企
画

振
興

部
人

材
育

成
計

画
を

見
直

し
、

振
興

局
地

域
創

生
部

の
新

任
職

員
向

け
の

「
地

域
創

生
部

基
礎

研
修

」
で

は
、

補
助

制
度

の
基

礎
的

な
内

容
に

加
え

て
、

業
務

経
験

が
長

い
振

興
局

職
員

の
講

演
を

実
施

し
た

。
　

ま
た

、
地

域
振

興
の

事
例

を
学

ぶ
「

地
域

創
生

部
事

例
研

修
」

で
は

、
具

体
の

事
例

を
も

と
に

意
見

交
換

を
行

う
予

定
で

あ
り

、
上

記
の

研
修

を
通

じ
て

職
員

の
知

見
を

広
げ

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
（

お
お

い
た

創
生

推
進

課
）

【
措

置
済

】

３
　

多
様

な
人

材
育

　
成

の
状

況
　

⑵
　

庁
内

公
募

や
　

　
人

事
交

流
、

民
　

　
間

企
業

研
修

等
　

　
が

効
果

的
に

実
　

　
施

さ
れ

て
い

る
　

　
か

。

（
現

　
　

状
）

　
専

門
的

な
能

力
向

上
に

資
す

る
派

遣
研

修
は

、
自

治
大

学
校

等
を

対
象

と
し

て
実

施
さ

れ
て

い
る

が
、

民
間

企
業

等
へ

の
長

期
派

遣
研

修
を

実
施

す
る

所
属

は
少

な
い

状
況

で
あ

る
。

　
　

（
検

討
事

項
）

（
検

討
事

項
５

）
　

Ｄ
Ｘ

や
産

業
振

興
、

地
域

活
性

化
な

ど
、

県
が

進
め

る
重

要
施

策
に

つ
い

て
、

民
間

企
業

研
修

を
積

極
的

に
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
る

。
　

ト
ッ

プ
ラ

ン
ナ

ー
の

育
成

に
よ

り
県

政
推

進
の

一
助

と
す

る
た

め
、

特
に

、
若

手
職

員
を

対
象

と
し

た
民

間
企

業
研

修
の

充
実

を
検

討
さ

れ
た

い
。

　
国

際
感

覚
を

持
っ

た
職

員
を

育
成

す
る

た
め

、
海

外
へ

の
派

遣
を

行
っ

て
い

く
と

と
と

も
に

、
各

部
局

の
施

策
の

課
題

解
決

や
取

組
の

強
化

に
つ

な
が

る
民

間
企

業
等

へ
の

派
遣

を
積

極
的

に
進

め
て

い
く

。
（

人
事

課
）

【
措

置
済

】

　
⑶

　
年

齢
や

性
別

　
　

に
応

じ
た

人
材

　
　

育
成

が
効

果
的

　
　

に
行

わ
れ

て
い

　
　

る
か

。
　

　
（

検
討

事
項

）

（
現

　
　

状
）

　
60歳

超
職

員
に

対
し

て
は

、
こ

れ
ま

で
の

業
務

経
験

に
配

慮
し

た
人

員
配

置
を

基
本

と
し

て
い

る
が

、
活

躍
を

支
援

す
る

た
め

の
研

修
体

系
は

十
分

と
は

言
え

な
い

状
況

で
あ

っ
た

。
（

検
討

事
項

６
）

　
若

手
や

女
性

職
員

に
対

す
る

キ
ャ

リ
ア

形
成

の
た

め
の

専
門

研
修

等
は

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

60歳
超

職
員

の
活

躍
に

つ
な

が
る

研
修

・
支

援
制

度
の

充
実

を
検

討
さ

れ
た

い
。

　
60歳

超
職

員
の

知
識

・
経

験
・

技
術

を
活

か
す

こ
と

が
で

き
る

人
事

配
置

を
行

う
ほ

か
、

班
総

括
の

支
援

や
若

手
職

員
の

指
導

な
ど

相
談

役
と

し
て

役
割

を
明

確
化

す
る

。
　

ま
た

、
デ

ジ
タ

ル
ス

キ
ル

や
文

書
管

理
、

会
計

等
、

必
要

と
す

る
ス

キ
ル

に
関

す
る

研
修

に
つ

い
て

、
所

属
長

が
積

極
的

に
情

報
提

供
や

受
講

勧
奨

を
行

う
。

（
人

事
課

）
【

措
置

済
】

４
　

各
種

支
援

制
度

　
の

整
備

状
況

　
⑵

　
通

信
講

座
受

　
　

講
や

資
格

取
　

　
得

、
自

主
研

究
　

　
グ

ル
ー

プ
へ

の

（
現

　
　

状
）

　
通

信
講

座
は

、
職

員
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
、

メ
ニ

ュ
ー

を
見

直
し

な
が

ら
実

施
し

て
い

る
が

、
受

講
者

数
は

（
監
査
公
表
）



令
和
七
年
九
月
十
六
日

大
分
県
報

四

　
　

支
援

な
ど

職
員

　
　

が
自

己
研

鑽
　

　
（

さ
ん

）
に

取
　

　
り

組
む

た
め

の
　

　
環

境
整

備
が

図
　

　
ら

れ
て

い
る

　
　

か
。

　
　

（
検

討
事

項
）

減
少

傾
向

に
あ

る
。

（
検

討
事

項
７

）
　

人
材

育
成

方
針

に
掲

げ
る

「
自

己
啓

発
・

自
己

研
鑽

」
の

取
組

に
つ

い
て

、
職

員
が

自
主

的
に

新
し

い
技

術
に

係
る

ス
キ

ル
向

上
等

の
学

び
直

し
に

取
り

組
む

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
　

そ
の

た
め

、
Ｏ

Ｊ
Ｉ

Ｃ
が

実
施

す
る

通
信

講
座

の
受

講
者

を
増

や
す

取
組

や
隙

間
時

間
に

視
聴

で
き

る
動

画
研

修
を

増
や

す
な

ど
、

学
習

環
境

の
充

実
、

改
善

を
検

討
さ

れ
た

い
。

　
職

員
の

自
主

的
な

能
力

向
上

に
向

け
た

取
組

と
し

て
、

令
和

７
年

度
か

ら
資

格
取

得
を

奨
励

す
る

制
度

や
、

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

講
座

を
新

た
に

導
入

す
る

。
若

手
職

員
の

成
長

を
後

押
し

す
る

環
境

を
整

え
、

ワ
ー

ク
エ

ン
ゲ

ー
ジ

メ
ン

ト
を

高
め

る
取

組
を

推
進

し
て

い
く

。
（

人
事

課
）

【
措

置
済

】

（
監
査
公
表
）


